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2．笠ケ岳連峰の哺乳類相

安　藤　志　郎

MammalFauna oftheKasagatakeMountains，

GifuPref．，CentralJapan

Shiro ANDO

l．はじめに

北アルプス，白山など高山帯を含む地域の哺乳動物調査研究は，小哺乳類を中心に比較的進んで

いる。特に長野県側，石川県側で実施さkら　八ヶ岳，木曽駒ヶ岳，御岳，高瀬川流域，白山等は，

宮尾嶽雄，花井正光らによる研究がある。これに対し，岐阜県側の調査は皆無に近い。中でも笠ケ

岳は，頂上までのアプローチが長く，容易に入山できないため，生物相の調査はほとんどなされて

いない。

今回，小哺乳類を中心に調査する機会を得たのでここに報告する。調査期間は1984年8月～1985

年2月まで夏期を中心に実施した。

本調査を遂行するに当たって種々便宜を計っていただいた中部山岳国立公園管理官上原裕雄氏，

上宝営林署職員各位，および調査に同行し，採集及び写真で協力いただいた県立加茂高等学校教諭

梶浦敬一氏，県立岐阜工業高等学校教諭膚野昭彦氏に厚く御礼申し上げると共に，愛知学院大学歯

学部第二解剖学教授宮尾嶽雄氏には小哺乳類の同定にお力添えを頂き深く感謝の意を表する。
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図1　調査地及び小哺乳類採集地点

2．調査地及び調査方法

1）小哺乳類

ワサビ平ブナ林（1，400m），鏡平（2，299m）

双六池（2，540m），笠ケ岳山荘（2，820m）にお

いて採集を実施，1984年8月一1985年10月の期

間に，4地点で，のベ18回民をかけた。

使用した罠はSnap Trapがほとんどであっ

たが，ワサビ平，鏡平では一部LiveTrapを使

用した。エサはピーナツを使用，食虫類用にス

ルメも用いた。罠は1夜を原則とした。1回の

罠数は20－30まであった。罠数が少ないのは，

調査が単独で　しかも荷が多く，調査地での活

動時間を考慮した結果である。

2）中・大型哺乳類

キツネの糞の採集は1985年6月22－27日笠ケ

岳～抜戸岳尾根登山沿いで実施した。オコジョ

の糞も多く見られたが今回は除外した。採集し

た糞は水洗によって内容物を分離し，同定した。

その他哺乳動物は，目撃するか，足跡，糞を手がかりとする以外にないため，ワサビ平，鏡平，

双六池で夜間写真撮影を梶浦敬一氏の協力で試みた。また地元猟師から聞き取り調査も併せて行っ

た。
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3．小哺乳類の採集結果

笠ケ岳各地で採集された小哺乳類を表1に示す。捕獲率は34％であった。

1）ワサビ平　（1，400m）

ここには山小屋がありブナ林が川沿いに広がっている。小屋を中心にSnapTrap・LiveTrapを

併用し採集した。ヒメネズミ（Apodemus a7genteuS）が優占するが，小屋周辺ではアカネズミ

（Apodemusやeciosus）が多く罠にかかった。ヤチネズミ（Clethrionomysande／SOni）が谷沿いで

1頭のみ採集できた。トガリネズミ（SoγeXShinto）は昆虫用に設置した糖蜜Trapによるもので

2頭採集することができた。また，Snaptrapにはきまったままのヒメネズミ，アカネズミの頭骨

を拾得したが，これは，キツネにより，ネズミがかかった民を持ち去ったものと考えられる。キツ

ネ・オコジョなどによる罠の被害は多く，20の罠のうち8罠が持ち去られたこともある。またネズ

ミの一部が食い荒される被害もてた。

2）鏡平　（2，299m）

池堀の周囲にオオンラピソがわずかに生育し，ダケカンバ・ウラジロナナカマド林が優占する。

ここでは，ヒメネズミを採集するとともに，ヤチネズミ・ハタネズミ（MicrOtuSmOntebelli）を採

集した。アカネズミは採集できなかった。やはり罠をオコジョに持ち去られる被害があった。オコ

ジョは鏡平山荘の周辺で目撃することができた。1984年8月21日LiveTrapをクマに破壊された。

3）双六池（2，540m）

双六池の周辺は，クロユリ・コバイケイソウを中心とする高茎草地と，草地をとり囲むようにカー

ペット状に広がるハイマツ林，その縁にトウヤクリンドウ・コメススキ・ミネズオウなどの群落が

見られる。この地域では，ハタネズミが優占し，ハタネズミとヒメネズミ以外は採集できなかった。

また，1985年8月22日弓折岳一双六池へ至る尾根登山道東斜面（2，600m）でハタネズミを巣穴の外

で目撃（図1のA），同日ハタネズミのへい死体を拾得（図1のB）した。

4）笠ケ岳山荘　（2，820m）

山荘のまわりには，板状になった岩石が積みかきなり，尾根西斜面にはハイマツ林が発達してい

る。ハイマツ林の石と石の問に罠を設置した。採集されたネズミは，すべてヤチネズミであり，他

は採集できなかった。昆虫用糖蜜Trap t，トガリネズミが2頭採集できた。

上記各地点で採集できたヤチネズミ・ハタネズミ及びトガリネズミの計測値を第2－第4表に示

した。

表2　ヤチネズミ　Clethγionomys andeTSOnt

捕獲地点　　　　　採集年月日　　　　　性別

ワサビ平　　　　　85：8・22

鏡　平　　　　　　　　7・23

8・20

笠ケ岳小屋　　　　　　　7・25

8・22
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表3　ハタネズミ　Mit、rOtuS mOntebellt

捕獲地点　　　　　採集年月日　　　　　性別

鏡　平　　　　　85；8・20

9・27

双六池　　　　　　　　8・21

8・28

体長　　　　　尾長

表4　トガリネズミ　SoreX Shtnto

採集地点　　　　　年月日　　　　　　性別　　　　体長　　　　尾長　　　　後足長　　　　　その他

笠ケ岳小屋　　　1985・7・25　　　　　♂ 48．3　　　　　46．2

43．1　　　　　51．1

47．2　　　　　48．3

45．7　　　　　52．4

胎子4

4．小哺乳類の垂直分布

表5は，笠ケ岳連峰における小哺乳類の標高と植生との関係を示したものである。今回の調査で

は，標高が高くなるにしたがって，アカネズミ・ヒメネズミ・ハタネズミ・ヤチネズミの順で出現

する。ヤチネズミは，中部地方以北に分布する草食性のネズミで　木曽駒ヶ岳（宮尾他，1975）・八

ヶ岳（宮尾，1967A）・白山（花井，1978）・乗鞍岳（宮尾，1973）などに報告されているように，

表5　捕獲地点による種の変化
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富士山を除く白山，中部山岳高山帯～亜高山帯に生息している。笠ケ岳も今回の調査で高山帯を中

心に確認する‘ことができた。

ハタネズミは長野県側において低山帯原野・草原の優占種（宮尾，1966）であるが，本県におい

て採集記録は皆無といってよい。一般に中部地方以南では個体数が少ないといわれているが，愛知

県平野部でも採集例は少ない（愛知学院大学歯学部第二解剖教室，1985）。高山帯西隈に位置する白

山でも花井（1978）によって調査されているが，高山帯においてハタネズミの生息数は少ないよう

である。笠ケ岳では，尾根東斜面凹地の秩父平，播隆平及び高茎草地において巣穴を多く見いたす

ことができた。（写真一3）ハタネズミの目撃及び，へい死体の拾得やキツネの糞分析の結果から，

高山帯高茎草地に多く生息するものと考えられる。ただ，ネズミの分布調査がほとんどなされてい

ないため，県内各地での調査が必要である。

ヒメネズミは本地域森林帯の優占種であるが，ブナ林などではアカネズミも多く見られる。アカ

ネズミはヒメアオキーブナ群集が上限と推定される。

今回，ヒメヒミズを採集することはできなかったが，白山（前掲）・高瀬川（宮尾他，1981）・八

ヶ岳（宮尾，1967A）などの報告から，本地域でも生息しているものと考えられる。

5．中，大型哺乳動物の調査結果

1）ポンドキツネ（偽砂es Uu¢）eS）

キツネの糞内容の分析

1985年6月22－27日，残雪の

多い笠ケ岳一抜戸岳の屋根を中

lL画こキツネの糞を採集した。残

雪上にキツネの足跡が多数残さ

れ，播隆平（2，500m）で，ライ

チョウが捕食された跡があり羽

毛の散乱と共に残されていた。

採集した糞の数は21であり，

主に含まれている内容別糞数は

ノウサギ…‥8，烏……1，ネ

ズミ……11，昆虫……2，果実

（植物）……2であった。（重複

表6　キツネの糞内容
〈乾燥重量比〉　　％

糞内容の主なもの

・ノウサギ

・ネズミ類

・鳥

・植物
・昆虫
・その他

茶毛が多い，白毛がまじろ
ハタネズミが，含まれている

小鳥（スズメ程度）
ガンコウラン・ツガサクラ・スゲ類

オサムシ・ゴミムシ類・ハサミ類

石

するので数は一致しない。）

表6ほ糞内容の分析結果である。ノウサギが多く，体毛は茶色が多いが，自宅も多くまじってい

た。ネズミは，ハタネズミを認めることができた。1つの糞から2頭分が検出できたものもあった。

昆虫数では，ゴミムシ（Adephaga Type），オサムシの一種（Carabidae），ミヤマヒラタハムシ

（Gastrolinapeltoidea）が認められた。植物は少なく，ガンコウラン・ツガザクラ・スゲ類にまじっ

て堅果類を含んでいた。

2）オコジョ（Mustelu eγminea）

オコジョは極めて多く生息する。鏡平・弓折・笠ケ岳山荘で目撃することができた。目撃地点を

図2に示した。オコジョに出会うと必ず3－4m離れて一周して立ち去る習性には興味をひく。こ

の行動は，オコジョのなわはりと関係しているのではないがと考えられる。高山帯～亜高山帯に多

いが，冬季には平湯1，200mで目撃（上原，1985私信）されている。

3）ポンドテン（MarteS mehmpus）

1985年9月27日　新穂高にて梶浦氏が目撃，1986年2月7日　鍋平で足跡を確認する。
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4）アナグマ（、Meles meles anakuma）

栃尾でへい死体を拾得，頭骨のみ収蔵資料とする。（1985年10月10日）

5）ツキノウグマ（SehnarでhslhibekmuS）

1984年8月21日，鏡平束斜面（ダケカン林）でネズミ罠を破壊される。近くにクマの糞を確認，

ベニバナイチゴの果実が多数含まれていた。1985年8月19日一20日にかけ，調査に同行した梶浦氏

が夜間2回（19時37分，4時44分）クマの写真撮影に成功する。同年9月25日，鏡平でクマを目撃

同年9月27日，秩父沢で親子を目撃。

6）ノウサギ（Lepus baraChyuruS）

1985年8月20日，鏡平一弓折岳中間の高茎草地（タテヤマアザミ・ミソガワッウ）で　ノウサギ

（仔）を目撃。栃尾小学校児童により鍋平で発見されたノウサギ（仔2頭）を収蔵資料とする。足

跡も多く，キツネの糞分析からも，高山帯にまで広く分布している。

7）ポンドリス（SciuruSlis）

1985年6月22日，笠新道標高2000m，トウヒ樹上にリス及び巣を確認。1985年10月10日，左俣谷

ブナ林にてヌメリスギタケ（Pholiota ad¢osa）を食べているリスを目撃。

8）ニホンカモシカ（C¢ricomtS Cγ短us）

1985年7月23日，秩父沢上流，雪渓上に親子を目撃。1985年5月18日，ワサビ平下，発電所横東

斜面にてカモシカの寝場及びカモシカを目撃，1985年6月22日一27日，笠ケ岳尾根登山道沿い雪渓

上に足跡を確認する。

9）その他の哺乳類

上宝村栃尾猟友会員下毛定夫氏との聞き取り調査によると，クマは少なく，年間4頭程度捕獲き

れているという。テン・オコジョは多く，

ムササビ・ヤマネも生息する。タヌキは

トウモロコシを食べに畑に来る。イノシ

シは，いない。リスはスギの植林地に多

い。イタチ・サルもいる。サルは，栃尾

笠谷にいるとの情報を得ることができ

た。

6．笠ケ岳連峰哺乳類の生息分布

調査不十分で　今後追加，修正される

と予想されるが，笠ケ岳連峰で生息が確

認された哺乳類は，6日10科18種である。

（表7）　高山帯の哺乳動物の定住性に

ついては，花井（前掲）が報告している

が，笠ケ岳では，ハタネズミを入れなけ

ればならない。それ以外の種については

中部山岳に共通した生息分布（宮尾，1974

A）を示している。すなわち，ハイマツ

帯，高茎草地など森林限界上部では，ヤ

チネズミ・トガリネズミ・ハタネズミ・

オコジョをあげることができる。ただオ

コジョは，冬季平湯（1200m）で目撃で

きることから，かなり分布範囲は広い。
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ノウサギ・キツネ・テンは広く分布し，標高2500m以上の高山帯に生息するが，季節的移動の変化

が大きいと考えられる。ダケカンバ・シラビソ・アオモリトドマツ林を中心とする亜高山帯では，

ヒメネズミ・ツキノウグマ・ニホンカモシカがいる。ヒメネズミは，ブナ林にも多く，ツキノウグ

マ・ニホンカモシカも同様である。ただし，笠ケ岳においては，開発の影響を受け，大型動物の生

息範囲はせばめられている。ブナ・トチノ牛を中心とする山地帯では，アカネズミ・キツネ・テン・

アナグマ・ポンドリスがあげられる。ミズナラ・シラカンパなど原生林を欠く代償植生や，植林地

で　サル・ヤマネ・ムササビ・タヌキをあげることができる。ただし，今回の調査は笠ケ岳東斜面

を中心に比較的自然の残された標高1400m以上であり，新穂高温泉（1140m）～蒲田川流域では，

人為的な影響が大きいのため，上記動物の生息にも変化を与えているものと考えられる。

表7　笠ケ岳連峰の哺乳類

トガリネズミ科　　　　　　1ト　ガリ　ネズ　ミ

オナガザル科　　　　　　　2　ニ　ボ　ン　ザ　ル

ウ　サ　ギ　科　　　　　　　3　ノ　ウ　サ　ギ

リ　　ス　　科　　　　　　　4　ニ　ホ　ンリ　ス

ヤ　マ　ネ　科

ネ　ズ　こ　科

食　肉　目　　　　　ク　　マ　　科

イ　　ヌ　　科

イ　タ　チ　科

偶　蹄　目　　　　　　ウ　　シ　　科

ム　サ　サ　　ビ

ヤ　　　マ　　　ネ

ヤ　チ　ネ　ズ　ミ

ハ　タ　ネ　ズ　ミ

ア　カ　ネ　ズ　ミ

ヒ　メ　ネ　ズ　ミ

ツ　キ　ノ　ワ　グマ

SofαShinto

Macacahtscata

L¢us bnChyums

SL・t〟ruS擁

mtauγtStaleucogenys

Glirulus砂oni（X

Clethγionomys anderSOni

Micwtus montebelli

Apodemus speciosus

Apodemus a／genteuS

SelenaγCtOS thiketanus

タ　　ヌ　　キ　　MycteγeuteS p7VのOnOides

キ　　ツ　　ネ　　Vuゆes∴Uuゆes

イ　　タ　　チ　　Mustela sibiricailatsi

ン　　MarteS mek7mpuS

オ　コ　ジ（∴ヨ　　　Musteh eγminea

ア　ナ　ク　マ　　Meles meles anakuma

ニボンカモシカ　　Cl¢γicomis criやus

7．要　約

笠ケ岳連峰において小哺乳類を中心に，哺乳類相の調査を実施し，次の点が明らかになった。

1）笠ケ岳における哺乳類相は，6日10科18種を記録することができた。

2）高山帯一亜高山帯に生息する小哺乳類として，ヤチネズミ・ハタネズミ・ヒメネズミ・トガ

リネズミを確認することができた。

3）ネズミは植生環境のちがいにより棲み分けている。ハイマツ帯にヤチネズミ，高茎草地にハ

タネズミ，ダケカンバ・オオンラビソ林にヒメネズミを優占種としてあげることができる。

4）トガリネズミを4個体採集できたが，高山ハイマツ帯と山地ブナ林帯であり，広く生息分布

していることが予想される。
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Summary

FromageneralsurveyofmammalfaunamadeinMt．Kasagatakewithstressonsmallones，

thefollowlngfactswerefound．

1）Sixsorderstenfamiliesandeighteenspeciesofmammalfaunawereseen．

2）Cletγionomys andelSOni，MicγOtuS mOntebelli，Apodemus a7genteuS and So71e．持∴Shinto are

amongsmallmammalspeciesinthe alpine zone andintheuppersubalpine zone．

3）Some species belonging to MURIDAE familyinhabit segregatedlyin the alpine zone．

Clethrionomys andersoniisdominantinPinusPumihlthickets，andApodemusalgenteuSinthe

forest ofAbies MariesiiandBetuklErmanii．Thisfactcanbeexplainedbythedifferenceof

Vegetation．

4）FourStmushinto werecaughtinI巧nuspumihthicketsandLZguS Crenahtforest．From

this，itfollowsthatSo7αShintoisthoughttobedistributedwidelybetweenthealpinezoneand

the montane zone．
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